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ロクサンドラ にお る ギリシア  

       の 、ギリシアの の た    
 

 

 

（ ） 

（PD） 

 

1.  

は リア ド の ロクサンドラ より、ここに かれる

ン が ン の の 的 という「ギリシア

の 」と、ギリシア も の の に れる「 の

」という する をもった として かれていることに いて、

て ン のギリシア の に いて たい。この 的のた

め、 に かれる と 、 してギリシア のギリシア の

を し、 の と の の で ン のギリシア の

というものが かれていることを する。 

では ン のギリシア という に して

を挙 の を する。 く では の リア

ド の に いて に し、 いで で ロクサンドラ の

を う。なお、 に する ン はギリシア では

「 ン ン リ」（ ν αν νο ο ） いは「 リ」（ ）と呼

されるが、 では においてこの を「 」と する。 

 

.  

ン にお るギリシア の呼 が「ロ 」（ α οί）で

り、これは 的にはロ (Romani)で るが、 にロ の で
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り「新ロ 」で る の で るという 、 に で ると

いう 、 にギリシア 話 で るという を している1。 の

ン 治 においては のもと、ギリシア を話す た

は （Rum）、すなわ ロ と呼 れた2。 た は をロ

やロ （ οί）と 的に呼 し、 た の 、話し言 をロ

ロ サ（ αί  α）やロ （ αί α）と呼 、 して

的にギリシア やギリシア 、 してギリシア に たる言 をロ

シ （ ο ν ）と言い わすなど、ロ に由 する を い

た。この ン 治 にお るギリシア の は として で

り、 ン に た リ や の た によってこの

ロ という は に されると に、ギリシア による くの が

された3。 

に ラン か が し、ギリシア の呼 を 的な

「ロ 」ではなくより ギリシアを さ る「 リ 」や「 」

を いるべきだという が れたが4、とりわ ン の 治

に った のギリシア た 、 いは ア アのギリシア た は ン

か した のギリシア た との において に た いは

のギリシア を「ロ 」と呼 し、 いは のギリシア を「

リ 」（ ν ）と呼 することを んだ5。 リ の によると、

とりわ ン に対する 1820 の とギリシア 、

では のギリシア は ン（Yunan）、 ン の ア アに

ギリシア は （Rum）と呼 されるとしているが、まさにこれに対 す

るもので る6。 

このギリシア のギリシア の呼 と ア アのギリシア の いは

の の でも されており、 2017 に された ラク

リ ラ の の においては、ア に した のギリシ

ア が だ に している娘に てた の で、 

 

 

お さんが言っていることは にも るんですよ。「 た には など

い」と言っているんです。 いはもしかした た が かな状

況に かれているということなのかもしれま ん。 た は なる

か にやって ました。 ア アの くか た もいれ 、
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の か た もいて、 には ロ か た もいます。

た は た がギリシア οί で って が だと てい

ました。 なくとも た の の だと 。今ではまた こを

れてギリシア δα にいます。ですがここには の い も りま

ん。この は た と の も いのです。 の んでいる

も の め れた「おく き」だって い。「 ういう を って

がどこに しているのかを りたいんだ」と言っていますよ。 は

「でも なたは が だって言ってる ない、どうして を

しがったりするのよ 」と言ってやっています。 した 、お さん

は に 、 のことをわか うという もりはお にはないんだな、な

んて たんですよ。この には まれ ているのです7。 

 

 

また娘が母に として てた では、 

 

 

お母さん。 なたが に して に き ったことに いて言 、

ア クサンドロ も たようなことを言っています。お く にもよ

くわかっていないんでしょう 。 た にはここに が り が り

ます。ギリシア δα で とか と言われているものが、 た

ギリシア οί には「おく き」 ν α とか「 」と言われる

ようなものだということは い しておいても わないとい ま ん。

た のおく きはここに り、 が さい時に った 、 れに

の 、 まり だった時に んでいた というのが ります。

た も を れることになるのかどうかは かりま ん。でも た

が を れるのだとしても、どこか の に を うとは

いま ん。 た は を に して て、 に か ていくだ

です。 というのは、 た が りたい時と に れるような

ものだとは ないのです8。 

 

と されており、ギリシア のギリシア に対して να  / Yunan に当

たる言 が、 して ギリシア に対して αίο  / Rum に当たる言 が

い れており、 ギリシア では るが のギリシア と のギリシア
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を する言 として している。 にも、 リアン ラシ が

ギリシア に する の に いて で した

は、2019 に された る ン ギリシア の 理の  / 
  Bir   で り、 に ギリシア を

し すのに という言 が い れている。このように、 に の

において ギリシア にギリシア としての の は り も

のギリシア とは呼 において なる が していることは で

る。 

 

.  

では、 ン ン ン ン の「 リア

ド の 」に いて ロクサンドラ の で る

リア ド の に いて す。 

リア ド は の母 の ロシ と ドラ

の ラ クリ の として 1897 に で まれた。

を とギリシアの ア で したが、 の にギリシアか

に った。 時 の としてはア のア リ ン

に い、 こで を した9。この 時 の は、1874 か 1914
までの とア での をもとに された ロクサンドラ に

されることになる10。 

1914 にはお に かれて のため サ に いたが、

の で ができなくなってしまい、当 で を すこ

とになった。 こではロシア に うことになり、ロシア を するこ

とになった。この時の が サ での に されることに

なる11。 

1919 に に ってか はア リ の で するようになり、

の 1920 にア クサンドリアに した。 の で に となる の

に い、1923 に した。 との には

をもう た。ア クサンドリアにいた の な としては に

し、 と くの をもったことが挙 れる。ア クサンドリ

アの サ ク とは することになってしまったのだが、1923 にア

に し、 として いた に 1926 か 1939 までの

で した12。ロシアか に した 1919 か 1939 の リ
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アによるギリシア までの ド の は った のように と

いう の に されることになった13。 

による の と の時 をア で した。ド

によって政治的な理由か およ として されもした。

の も されるなど の て しは を めたが、 に

することでか う て を てることができた14。 

の によって に きな を も と

を「 」として きた ド で ったが、 が めて を

したのは ロクサンドラ を いた 1963 の 66 になってか のことで

った。この の は で することになるが、 は

1979 に 30 話 で ドラ 化され、また に する の

によって のギリシア の を かに したことによって を

れるなど、 に い を ることになった。1941 か 1961 までの

ド の 的な や による とギリシア とい

った 的な は サ ク の において で かれることになっ

た15。 

ド は 66 で めて を した 、 において の

を し、 の ロクサンドラ は 1963 に、 の サ

での は 1965 に された。ギリシア 政 が を し

ていた 1967 か 1974 までは の は われなかったが、 の

った のように が 1978 、 の サ ク の において が 1979
、 して で の た の が 1981 12 に された16。

して 1989 11 にア で の を た。 

 

.  

では、 ロクサンドラ を 的に り 、 と

、 ギリシア の を ギリシア た の と することで、

にお る ギリシア の の かれ に いて ていく。 

な に いて べると、 に り た ン ン の

が挙 れるが、これは ロクサンドラ の をしたものでもな

れ に れる ギリシア の の に する を ったも

のでもない。 には リア の「 と と 。

のギリシア にお る ア アの の 」(2007) などが する
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も、これも ロクサンドラ を に た ではなく、 の り

にお る、とりわ ロクサンドラ にお る ギリシア の を

に り った は れない。 の り は を したりギリシ

ア においてドラ 化されたりするなど、 的には い を してい

た で、 的な が になされていない状況に る。 

 

.  

は を っている。 では 19 のア

の時 が かれる。この ではロクサンドラの や た 、 や

た が され、 クロ リという の で された の

リ が くなるまでの が かれる。この には の で に

に れた の話やクリ ア とサン という の

が かれるが、 クロ リでの の が となっている。 

ではサン の での が かれる。

ではロクサンドラた は の クロ リか っ すことになり、 新

の で る ラ いは ロドロ （ ）という での

が、 のアン するシ ンまで かれる。 の ではク ド た

による でのア ア （1894-1896）、 してロクサンドラの で

っていたア ア の をかくまう話といった で された

の にロクサンドラの が わっている。 

く では、およ の か の までが

かれる。 の ではア の「 い」によりギリシ

ア に対する政治的な がロクサンドラた の にも りかかってきたが

に、 はア に っ すことを した。こうしてア に って

のギリシア という の を て か のギリシア

ア での と政治や の状況が き される。しかし で

るように、 ロクサンドラた はア の に ことができず た

の で る に することになる。 してロクサンドラの の に

始まる までの の が かれる。 

の な には のものが挙 れる。 には の り

の と政治 が っていることで るが、 に政治的に リ

として かれていた状況を に き したことが の ギリシア の

をより に れたものにしている。また くの とギリシアの
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理、とりわ ギリシア では当時 の かった 理や

の かい 、 して「シ ンドロ」という た を に く の

の 17や に る 18などの の を として いた が

している。 て の の ギリシア に対して に 話 の でギリシ

ア 言や が される。 

これ の を う のロクサンドラは、 では 30 で、

では （ で ）、 して では 70 か 80 というよ

うに において を ていく。 な の として かれており、

に は「時 れな 」という か 的な 果を う

が ていくが、この の りに ギリシア や ギリシア の な

ず ラン を とした 、 して やアラ ア 、ク ド

やア ア た との が され、ロクサンドラの の 、 ギ

リシアた の での 、 して にお る の との 、ア に

お るギリシア では るが の としての が かれていくことにな

る。 

 

.  

ロクサンドラ においてギリシア 、 いはロクサンドラの と

の わり には きく の が する。 に、 はギリシア

と な で り、 わりのない として かれる。 に、 の と

する で はギリシア いはロクサンドラと と を に

し、 わりを する しとて かれる。 

まずは の か ていこう。 が 的にギリシア と

な わりのない として かれる として に れる が

挙 れる（ 、 の に かれた は による）。 

 

 

ロ は、 ン の が り の に するア

アをかように たので った。 こには、 ラや ラ のよ

うな の と 、 や もなかった。 こでは、 は っ

たりと れていた。 かく のされた 、 の のような き

くて な を 、 の さな 。 の 、 。 や

、 といった の に をかいて っている しの
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のいる 。 、 ンドはラ のサリ 、 な 。 は

リの りがしていた。 

いのされた クの では が り んで をしてい

た。 きな か が れ、 の りには がいた。 

こに ロ は もいなかった なのだか 。 して

ロドロ には も いなかった ギリシア ο ν
なのだか 19。 

 

 

この に れるように、 の と ロ の というもの

が に されている。 して「 ロ は もいなかった

なのだか 。 して ロドロ には も いなかった ギリシ

ア ο ν なのだか 」に れるように、ギリシアが ロ の

に れることが とされたう で、ギリシアも とは なるも

のとして されている。 に の の きの を すると 

 

 

当時 ン ン リは、 ア アと ロ の に

っている な や 、 して の で った。 して の

、 と の には、 こで を める に由 する

の と 、 して が った。 

ロ の ロ の にはギリシア と に ロ

が していた 、 ク 、 ラ ア、これ 全

ての は ロ に ていた。ア ア の は ανα ο
で った。 た にラ ンで ることを い さ るため リ

が ていた。 こでは、 ア ンが に 的にア ラ が

で り、 ン ドがア ラ の 言 なのだと っていた。 対する

に る が こう の に した時には、 の の

にまで したように ることだ う。 

の に った リは、 だギリシア的 の で り

ていたが、 の は われていた20。 
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と り、「 対する に る が こう の に した時には、 の

の にまで したように ることだ う」に れるように、これ

か が始まっていく に る においては「

ラ ア ア」と「 ロ リ ロ

」という対 で かれ、 なこととしてこの対 においては、ギリシアは

の に れ れている。この「 ロ 」に するギリシアとい

う では、 のギリシアは の とは で り わりのないもの

で る。 

において が しに ラ と れていることに

は が で る。これはギリシア の ουρ という言 の にも

れるものでは るのだが、 ギリシア においては「

ラ に する」また「 ン に される」という の が

なされる21。 ロクサンドラ においても クロ リか ラ か

う で、ロクサンドラが ラ た と の で す

において 

 

 

ギリシア を話していた は がってロク を し した。 

お べなさい、 。 とんど ク たいですよ。 

ロクサンドラはロク を って を めた。「は 、どこの の と

も れないこの だって はギリシア ρ だったのに、こうや

って になっ まったのよ ο ρ 」と の で た。

してこの にこう いた。 

どこで んなに にギリシア ρ α を んだの   
はク なんですよ、と が言った。どう ロク を っ

てください22。 

 

 

という が り、 の という ラ の とロクサンドラしか

いない での ουρ という言 のここでの を るに、 と

ラ の は のものとされている。ここまでをまとめると、

は「 ア ア ラ 」に して「 ロ リ 」

とは対 し わ ない で るが に、ギリシア も に するものとし
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て と対 していたので った。 

しかし の として すべきこととは、 のロクサンドラの

には くの やア ア 、 して の の の が し、

くの わりを って に きたということで る。 の で たように

ロクサンドラが ギリシア として と全く しなかったのかと言

、 は の で る。 には 

 

 

して と に に 、 ギリシア で 話を始

めた。 

、 ってる ないの す いことなのよ。ア

で が ったんですって。 んと、 てことよ 。 って言って

るの、 か ないの また どもが き がって を してしまった

のよ。どこかで が なくなってしま いいのに、 よ  

わん わん わん とアリ は を きなが の の にし

が こんで言っていた。 

わん おま にもう わん の が っこ た。 に わ

れていた母 た が き を た。 、 の の め  

は してロクサンドラに の というが なのか いて よ

うとはしなかったが、 に いて たとしてもロクサンドラにもこれが

なのかという な がなかった。 

というのはも ん のことで ったのだが、ロクサンドラ

にとって はとても な をしていた。 とは に

対する で り で った。 た が ラ、 、 というような

もので る。だがこういった がアリ や を いか ていた に

れてロクサンドラのもとにやって て、 ク の を した

りの に対して の が るというのだ う23  

 

 

という が り、「 」 いは「 というもの」に対して

れる と を にする に れる が なっている24。

また で た にお る、 クロ リか ラ かう の

の で ラ た と した の では、 ラ
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の た が の の の を るために の 画にお を

っても うようロクサンドラに 、「ギ ギ 」と し の め

れた で わり、 な の において や による が

れている25。 にも において 

 

 

して ア の に。 

なたは アクロ リ を んでないの どう 。 アクロ リ

を んだ で、 なたが なんだった の言いたいことが

かると うわ。わか ない  

ロクサンドラは ったまま を っていた。 の には がに

んでいた。ここかしこを て、 たかも す を ようとして

いるようだったので、お くは の で か が ったのだ う。

時 に をやる。ア ン、もう時 が くなってしまった。 の

が るんですよ。お しいただ れ います。 き んよう、また今

。 

こ 、 ょっと おとなしく っていると った が ったのよ  

の に り る。 まで りたかったのだ。 

なたはまた ることになるでしょう 。 て言ったか こ た  

に 、 にロクサンドラと んで を しなが 話して、話

して、話している。 

、 リ と 母 リア の にか て 全に り

なさい。 のことか かるわよ なたのお母さんも さんもここに

はいないんだか  

アン 、と は言った。 は なんですよ。 

ん、 なたが だとして だってのよ の ク

は だったよ。 りも だったわよ。でも とも

いい だったわよ  

して の を なが  

がっかりしないで。 なたが だって にかまやしない。

なたは ない。ギリシア 、 、 れが だっ

て言うの なたは なの26 」 
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という も する。 の で た「 ロ は もいなかった

なのだか 。 して ロドロ には も いなかった

ギリシア ο ν なのだか 」や「 対する に る が こう

の に した時には、 の の にまで したように ること

だ う」という とは対 的に、ここ の で れるのは 的な

「 ギリシア」や「 」という と を した、

の で を の として を きるギリシア 、 してロ

クサンドラで った。「ロクサンドラにとって はとても な を

していた」のは かで るが27、ギリシア は「 ロ 」という

で ると「 ア ア」の とは なものとして かれ も、

の や を して を た と こに まう の として

かれるという、 れない の を 時に として されてい

る。 してこの の で た「 や の 」という が、

で た とギリシア が に すということを すことにな

る。 

 

.  

では、ギリシアが し ロ か されて

と に されるという、 の で したのとは する状

が において かれていることを たい。 では、ギリシアと の

、 いは を さ る が する。 とギリシアの や に

れている の か しよう。 

 

 

ロ υρ αίο た は、 の ανα ο ί α が た

しだなどと言う。 の は た しなどではなく 理 なので

り、だか た が に ると が れがたくなってしまうも

のなのだ。 が の にない は、よい が る とは言 ないだ

う28。 

 

 

ここでの の た はギリシア の に されるものではなく、 に
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するギリシア を始め 化や を する やア ア

も もので り、 の にお るギリシアと の と

は 対に、この でギリシア は に「 の た 」という ロ

に対 される に かれている。 にも において 

 

 

…… 今では も になり った。 

嗚呼 と がため を く。 も を くしてしまい う

よ、ロクサンドラ。 なたも を くしてしまったように 。 

は ラ で を き、 して、 の

を いていた。もう に きたいとは わなかった。 に ンの を

んで て、 の で を んで を れていたのだった。「いいのか

な……」。ただ の い だ が を い こすの だった。 

はうずくまって に り、 のように って きもできない

でいる。 

だよ 、ロクサンドラ。 よ。 を ったのと で

を っているんだもの。 

ロ っていうのは と い なんでしょう 、 。と

ても いって言ってるの、 。 

ロクサンドラは を わ 、 を まんだ。 

う 、 シ  29。 

は を ったのよ、ロクサンドラ。 ったの。もう のことを

れてくれなくなってしまった……。こんな話はよしましょう、もう が

よ30。 

 

 

の に れるように、ここでは （ ロ ）の を れ れ

ない ロクサンドラと に する で の が か

れている。 にも で を したが、 にお る クロ リか

ラに っ す では、ロクサンドラは の に がって のよ

うに る って を のではなく、 の た と だ の の

で すことを て選んでおり31、 ロクサンドラと の

は 的な や る いに理解できず れを選 ないという がなさ
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は 的な や る いに理解できず れを選 ないという がなさ
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れる。 

しかし、ロクサンドラや の の ギリシア が 化される や

を れ れないで の 的な に ま うとする で、

ギリシア でも や た といった の は 的なものを れて

いく。 においては 

 

 

どこでこんな話を いたのだ う た はどこで しているのだ

う ロ では る が していて、ギリシア

にも 化の時が る で る。 は わりだ。アン は の には

に って しは ラン と を 、 と母 を うため

も く か な ない。ア とクロ ドは よりアン

が 的な になるように ク リのア リ ン ク で

ようと した。 

と く がなんだってのよ、 のことだか っともわか な

い。 

母さんは もわか なくてもいいんだよ。全ては のためだか

とア は言った。 ク リのア リ ン ク に わ

るよう を いている。 

ロクサンドラは の では「ア ン」と言ったのだが、 で「

ん 」と言っておいた。 して ン の がい に るの

かと も き始めたのだった32。 

 

 

という が る。ここでもロクサンドラは に の を さ る

や が全く理解できない。 して に ン のア リ ン ク

に い始めたアン がロクサンドラに てた での では 

 

 

に めてアン の の がやって た。 は「お

ん」という言 で始まり、 の で れていた。

りは ロ リ のようで、 、 、 、 、 ん には って

いるアン 。 は まで し、リ ンには な が め れてい
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た。 には が り、 で「 を れ しに ないで 、お

ん。ロ した とか なんて が べてるし、もう

ないで。 の た も べてるような、 ラ の な に ん

だ だ って ょうだい」 

ま とロクサンドラは言った。 

ししてもう  

ま  

この な の 、ロクサンドラは になってしまった。 は

めて かった。 まりにも かったのでクリ は を呼んだ。 

は り に を り、 が なのかと た。

ですか を った。「 た も どの を かりますよう

に」と言って ったのだった。 を し した。 しい

を33。 

 

 

という が る。 にも においてロクサンドラの のア

は、 いの の ドロ と ラン の の で「 るために」

α να ο ί するようになって 、「 の か の

に し」 ρα  α  ον ο   να ο  ον ο   た

が に、 的な や こ が れていてロクサンドラのような

的な は時 れで った なのだと なすようになった34。ここに

れるように、 に するロクサンドラは 化されていく を理解でき

ず、アン やクリ の は 的な に していき、アン にいたって

はロクサンドラの り を い れた として する さ した。 

しかし ロクサンドラ においては、この 的でなく としたロク

サンドラが にか かわれ、 り れるべきで されるべき として

かれているかというと ずしも うではない。 にお る、ア

で している で のアン は に かずにロクサンドラと に す

においては、 に るように のロクサンドラの き に い と

のまな しが れている。 

 

 

リ の た か アン は や 、 れや という
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サンドラが にか かわれ、 り れるべきで されるべき として

かれているかというと ずしも うではない。 にお る、ア
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のが なのかを んだ。 の を 、 の か の が い

ている時には、 は の が くということも った。 がいく

で り、ラ ド を るのに の が で、

にはいく の を るべきなのかも んだ。どうやって ラン

ド を き、 の め を くるのかも った。 の

れを い、 を と って、 や を るために しく

わ る も んだ。ここ は 母に の の を て

も った。 

アン は 母か のこと、 でも った と で には

っていないことも んだのだった。どうやって れ れのものを わう

べきか、 に リ の や をどう わうべきなのかを んだ。

と しも。 きること、 ることと くことを ことも んだ。

することを んだのだった。 

の くのこともアン は 母か 、 うやって が た35。 

 

 

にア リ ン ク で 的な を んだアン では った

が、この では で れないロクサンドラの き き き を

「 すること」だと されており、 において して い 、 り

な ない だとして されているわ ではない。 

ここまで てきたように、 では「 化 化」の ロギ の

で や の 化を れることができるギリシア とこれを

れることのできないギリシア に かたれている。ロクサンドラや な

どの い 、 にロクサンドラは 的な と に って きていた

が、 た の はア リ ン ク に ったり、 や の

化に したりしており、「 と 」の対 の にギリシア の「 対

」と「 の役割」に対する の いが き まれていることになる。

だが、この と の に いては を めて ることにする。 

で たように、 で に対して を す と を

す が することを たが、ギリシア にとって く に対

しても の と が することが かで う。この時、

ギリシア と との は、 に対して の 理を か る時に

は、ギリシア は と の に 、 に に対して の
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理を か る時には と の に っており、どの に対し

を るかによって、 的にもなり 的にも る いわ 、 的

でも 的でも るという を解 し、 との によって の

が わるという を すことになる。 

 

.  

では ロクサンドラ に かれるギリシア のギリシア と ギリ

シア の の に する に いて し、 ギリシアにおいても

で り、また の に っても で る ギリシア の に

いて たい。 

ロクサンドラがギリシア のギリシア と を になったのは

において、 でギリシア の かれていた政治状況の さにより

ロクサンドラた はア に っ す をする36。ア の でも

に る では な でア のギリシア と のギリシア の

いを母ロクサンドラに く娘の が る。 

 

 

この さを れていたクリ は、 か する に しでもロ

クサンドラを か ておこうと めた。ア の は「 が

い」なんて言わないと言っておいた。 で を べることもない。い

い を することもな れ 、 ンの が を

れる時にやったような、 ア いで しく する

ことも いのだ。 

ょっと、か かうん ないよ。だって、 の が

た を に てくれるんだし、 の だって と を った

で なんでしょう わかった  

どうして を ってきたりするのよ  

ういうもんでしょ。 ってくるに まってるわ。 

「ア ン」とロクサンドラは の で言った37。 

 

 

、この にロクサンドラた を ていたのは ギリシア た の

ではなく、 で 的な の で り の は れること
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になった。ア に いた のロクサンドラは、 なアクロ リ を

で「 の 」呼 わりするなど きな を すこともなく38、 に

ていくように、 に べ という の でロクサンドラはア が

れ れず、ギリシアは で った。 て では、 

 

 

のロクサンドラの の は、

りと りと に になってやっと の いた り

に る。 りは しい りだ。 は の くに る。言っ

ておく ど、これは なことなんだ  

ただし、この では も れないことだ う。ここは

という だ う を しても りはしない。 きな

を しても か ない。ド に など言 、 われ

ることになるだ う。ア が なのかも ない。

も な れ の も ず、 も も も ない。

だが なたに言っておきたいことが る もない か は も てき

はしないということだ39  

 

 

この に れるようにロクサンドラた はア の 化や の いに

当 し、また にも政治や の を め全てが 化していくギリシアで

の が れ れなかった40。 に においては 

 

 

ラに を い、ロクサンドラは か サロ の

い を に っていた。 クロ リのような だ。 よ、

は に す  

しい ク にいて しいと う時だ ロクサンドラは を り

した。 は を れて ク と ょっと話 うと の に

っていれた な と っていた。 りと りの ラ にも い

たかった。ここの は を れてはいない。 を し、 ク

リ サの も れが で るのかさ なかった。 れに……
今話しているここでも、 しかめ をしている。ロクサンドラは り
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と にな うと って か て ったが、 は り くロクサンドラ

を 始めた。この に を た。新 りにも を いた。

った の はよく を していた。 も だった。こ

この には というものがなく、 しい。どこで に話しか

、どんな が しいと言 いいのだ うか にどうすれ いいと

いう も い かない。 る がロクサンドラに った を っ

た を り んできたのだが、ロクサンドラが に を

に って が こるか てれ いいなんて言ってしまったもので、

に の を呼 に かれてしまった41。 

 

 

という に るように、 の での を い こしこ すれ、 で

た などの に することに てア にお る にも を いて

いる。また て において 

 

 
ア に て も たないう にロクサンドラは、 選挙に

すれ の が してくれるので、 ラ だって かし

ていたのにと言われる に に されるようになった。 の

で り、 の た が を っていたにも わ ずだ。

がロクサンドラに したことだ う。 ドラの を いて が 42。 

 

 

と されるように、ロクサンドラた はア での に んできたとは

い 、この当時のア の は ギリシア を た と うものだと

ており、ロクサンドラの でも ア の や の 化に こ

とができず、 的な 由が の き となってア を して の

に ることになった43。ギリシア としては のギリシア も のギ

リシア も ギリシア で るが、 や の いにより、ここで

も ギリシア は ロクサンドラ において ギリシア た とは

なる として かれるのだった。 

に で た と という で れ 、ま

ず としては、 ギリシア も ギリシア もギリシア という
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に るもので るが、 としては や 、 して

の いによりど かというと ロ 的な とロクサンドラが

った として される。 するに、 ギリシア と ギリシ

ア の は、 でもって や といった と され

て に するもので るが、 でもって「 」と「

」という の で の がなされ、 は や の

で の た と に れることになる。ここでも、

で るが なるという が 時に している。 

 

5.  

ロクサンドラ にお る ギリシア の かれた 、また や

といった た とギリシア の には に する が まれ

ていた。 では「 にいる ον α は、

どもが していたこのような を することがなかった44」と かれてい

る で、 では「ギリシア た ο  οί は に を

ていた。ロシアの に うもの、 ギリ の ラ ド ンの に

うものも った。したたかに き て、 を ま て することに し

ていたのだった」と されている45。 して で てきたように、

や との に しても、 と のど の に を

るのかによって、 ギリシア は「 」でも「 」でも り たのだっ

た。 

して において は か にか ての の

理や りの ギリシア 、 して の き き の

、 して「 こに はいなかった」という 的な を して

リ ン の を 「ギリシア の 」として かれ

た。しかし れと 時に、 と をもって する やア

ア などの の で きるという 的な を して「

の 」の という、「 と 」という で ると する も き

されたので った。この するはずの と の を 時に

との の で った をさ ているとこ に、 ギリシア のア

ン の が るだ う。 

て にお る を して かれる の は、 して

に る なものや 的なものではなく、「 の 政のもとで
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は、 がギリシア  ρ ο ν よりも 由なのだと言うことは

にも言 ない。 に、全 が の で きていた」とも される 

が46、 で してきたように では れ れの と が りな

され、 こでは を った の が り、 かに の が

かれていた。 

このように、 は として の ギリシアの では われ

てしまったギリシア の や き きギリシアの や き を「 」もっ

て き 、 や の との の で かれる「 」を

時に した で った。 してこの の で かれる ギリシア

と で る の理解を し、 ま さ ア か るギリシ

ア を くという でもギリシア の が になって かかれるギリシ

ア シ リ の とギリシア と なるもので りギリシア

の に対して なる を き している と言 よう。 
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